
１．「漁村計画」とは

（漁村計画とは）
・総合的に地域の振興を図る視点で“漁村の目指す将来像・姿”を具体的にイメージした
目標を定める。

・どのような施設の整備が必要であるかを体系的に整理する。

（計画策定の狙い）
・様々な問題に対して個別に解決策を検討するのではなく、個々の施設の計画や整備に
一貫性を持たせることで、より効果的・効率的に地域振興を図る。

（主な検討の視点）
①水産業振興 ：養殖・蓄養、水産物の付加価値化、漁港施設の機能再編 等
②生活環境整備 ：集落道や漁集排施設の整備・再編、低未利用地の再編 等
③大規模災害対策：避難施設や防災施設の整備、事前復興計画の策定 等
④海業振興 ：受入施設の整備、漁港施設の活用、他産業との連携 等

（作成する資料の構成）
・漁村構想：概ね２０年前後を想定したハード・ソフトに関する漁村の将来構想
・漁村基本計画：概ね１０年前後を想定したハードの全体像等を明らかにした基本計画

（作成方針）
地域に関わる様々な立場の関係者の意見や、漁村の整備に係る自治体の上位計画の

内容を踏まえ行う。

（１）「漁村計画」の概要 （参考図書p1～）
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水産業振興、生活環境整備、大規模災害対策、海
業振興等の視点から検討した、長期的な”漁村の目
指す将来像”。

①漁村構想（長期的な漁村の将来像）

中期的な視点で優先度の高いハード整備を抽出し、
施設の規模や配置等の具体的な計画を整理した、
ハード整備の全体像。

②漁村基本計画（中期的なハード整備の全体像等）

漁村の様々な問題

漁獲量が減ってき
ている…

道路が狭くて車が
通れず不便…

津波や台風の被害
が心配…

観光客を呼び込み
たい…

”漁村の目指す将来像・姿”の実現に必要な施設の検討

漁村計画

「漁村計画」に基づく個別施設の事業計画の検討・整備の実施

•地域の目標と整合した施設整備の実施
•様々な施設が一体的に機能

効果的・効率的な地域振興に寄与

•総合的な地域振興を図るために必要な施設整備を体系
的に整理したもの。
•自治体職員を中心に、住民参加の下で合意形成を図り
つつ作成する。
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（２）「漁村構想」の概要 （参考図書p19～）

項目 内容

１．地域の概況 •地域の立地、人口、水産業依存度
等の概況
…地域の基礎的な情報を整理する。

２．構想の地域
（範囲）

•範囲の説明
…構想の範囲を図等で説明する。

３．現況・課題等 •４つの視点別の問題点・課題
…地域の抱えている課題や、解決し
たい課題について、住民の意向等
を踏まえ整理する。

４．構想 •漁村振興のテーマ、目標
…漁村振興の方向性を端的に示した
テーマと、定量的な目標を設定す
る。

•４つの視点別の構想（方針）
…テーマ、目標の実現に向けた長期
的な施設整備方針を整理する。

５．構想実現に向
けての留意点

•上位計画や関連既往計画との調整
等に関する事項
…整備に関係する他の計画や、調整
が必要な事項を整理する。

■漁村構想図の例

• 「漁村構想」は、長期的（20年程度）な“漁村の目指す将来像” です。
• 地域において施設整備を計画・実施する際に、地域の振興のテーマとの整合性や、目標達成に向けた計画の
一貫性を確認する基本となります。

• 対象とする地域の現状や問題点・課題を踏まえ、①水産業振興、②生活環境整備、③大規模災害対策、④海
業振興の４つを主な検討の視点として、 “漁村の目指す将来像”と、その実現に必要なソフト対策を含めた
ハード整備の方針や、将来像を象徴するテーマ、目標を検討します。

• 検討した内容について、実施位置が分かるように地図上に記載し、“漁村の目指す将来像”を空間的に把握で
きる「漁村構想図」を作成します。
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（３）「漁村基本計画」の概要 （参考図書p44～）

項目 内容

１．基本計画
の目標・方針

•優先的に整備を行うハード整備の内容
…「漁村構想」から、優先度の高いハー
ド整備を抽出する。この際に、４つの
視点間での連携も考慮する。

２．４つの視
点別の基本計
画と構想との
関連等

•施設の種目、概略数量
…４つの視点別に、優先して整備する施
設の種目と、概略の数量を想定する。

•施設整備の概要・方針等
…整備する施設の機能や規模、整備の方
法や考え方について整理する。

•実現化に向けたロードマップ（3年区切
りでの施設整備に向けた作業予定の目
安）
…今後10年間を3年間で区切り、整備に
向けてどのような作業を実施していく
かの予定を立てる。

３．基本計画
実現のための
課題

•上位計画や関連既往計画との調整、関
係者との合意形成等、施設整備に向け
た課題
…施設の整備にあたり、他の計画と調整
が必要な事項、関係者と協議が必要な
事項、調査や検討が必要な事項等を整
理する。

■漁村基本計画図の例

• 「漁村基本計画」は、中期的(10年程度）な“漁村の目指す姿” です。
• 「漁村構想」から優先度の高い施設整備の方針を抽出し、施設の種類、必要な機能や規模、配置等の施設の
概要を検討します。

• この際に、「漁村構想」との整合性や一貫性、主な検討の視点である ①水産業振興、②生活環境整備、③大
規模災害対策、④海業振興の４つの項目間の連携や一体性について留意します。

• 検討した内容について、施設の概要及び整備位置が分かるように地図上に記載し、“漁村の目指す姿”を空間
的に把握できる「漁村基本計画図」を作成します。
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対象とする地域の範囲を決める

対象地域の現状を調査・把握する

問題点と課題を抽出する

”目指すべき漁村の将来像”を
検討する

【主な議題】
・「漁村計画」の概説
・主要な４項目における目指すべき将

来像のイメージ
・項目ごとの振興のテーマや目標のイ

メージ

漁村構想の案（整理表、ゾーン区
分図）を作成する

計画づくりの体制を構築する

整備する施設の概要・整備方針を
検討する

漁村基本計画の案（整理表、ゾー
ン区分図）を作成する

漁村構想の案から、優先度の高い
施設整備の方針を抽出する

漁村構想、漁村基本計画の案を
踏まえ、骨子を固める

【主な議題】
・漁村構想、漁村基本計画案の概説
・案の内容が適切であるか

漁村構想、漁村基本計画を
決定する

【主な議題】
・漁村構想、漁村基本計画の修正

案の概説
・修正案の内容が適切であるか

漁村構想、漁村基本計画の案
を修正する

• 基本的な計画策定の手順は、下図のように３つのステップに分けられます。
• 計画づくり体制の一部の参画者が具体的な調査や検討を担当する場合でも、適宜、参画者全
員と情報の共有や協議をする場を持ち、策定を進めるようにしましょう。

調
査
・
検
討

共
有
・
協
議

STEP１ STEP２ STEP３

（４）基本的な計画策定の手順

「２．効果的な調査・検討方法」
にて解説

「３．「漁村計画」のとりまとめ方法」
にて解説 6
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